
平成２２年度泉佐野市施策評価シート 施策番号 1-8 1-6-1

１．施策の担当
　責任課（室）名
　責任課（室）長名
　関係課（室）
２．総合計画における位置づけ

第１章
第６節 参画と協働
（１） コミュニティ活動の支援

施策の概要

施策目標

３．市民ニーズ（アンケート調査より）
平成１９年度

56.0
42.5

４．事業費の推移（千円）
平成19年度
決算

平成20年度
決算

平成21年度
決算

平成22年度
見込み

平成23年度
見込み

平成24年度
見込み

平成25年度
見込み

－ 14,016 38,851
－ 11,784 36,383
－ 2,232 2,468

５．成果指標

項目
平成19年度
（基準値）

平成20年度
(実績値)

平成21年度
(１年度目)

平成22年度
(２年度目)

平成23年度
(３年度目)

平成24年度
(４年度目)

平成25年度
(５年度目)

① 目標値 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0町会等への加

満足度（偏差値）
重要度（偏差値）

　うち事業費

指標名

市民及び事業者
自主的なコミュニティ活動を活発にし、ふれあいと愛着が感じられるコミュニティをつく
ります。市民参画による安心・安全で快適なまちづくりを進めます。

　うち人件費

　総事業費

自治振興課
白井　栄三

　章
　節
　施策

市民と協働し、すべてのひとが輝くまちづくり（自律・協働）

活力のあるコミュニティの形成をめざし、町会を単位とした活動及び交流が活発に行われるように、市民の自主的
なコミュニティ活動を積極的に支援します。

対象（誰を、何を、どこを）
意図（どのような状態に
したいのか）

（基準値） (実績値) (１年度目) (２年度目) (３年度目) (４年度目) (５年度目)
① 目標値 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0

実績値 69.0 66.5 66.4
達成度 95% 95% 0% 0% 0% 0%

項目
平成19年度
（基準値）

平成20年度
(実績値)

平成21年度
(１年度目)

平成22年度
(２年度目)

平成23年度
(３年度目)

平成24年度
(４年度目)

平成25年度
(５年度目)

② 目標値
実績値
達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

項目
平成19年度
（基準値）

平成20年度
(基準値)

平成21年度
(１年度目)

平成22年度
(２年度目)

平成23年度
(３年度目)

平成24年度
(４年度目)

平成25年度
(５年度目)

③ 目標値

実績値

達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標設定の根拠 めざそう値の設定根拠

指標名

町会等への加
入率（％）

近年、町会加入率は下落の傾向にあり、
現状維持を目標値として設定した結果。

目標達成・未達成の理由・背景

指標設定の根拠 めざそう値の設定根拠
この数字から、市民のコミュニティ活動への参加
状況が把握でき、コミュニティ活動の活発さの指
標となります。

目標達成・未達成の理由・背景

指標名

指標設定の根拠 めざそう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景



図
表

①担当課による評価

c

a

c

判
定
基
準

施策の成果レベル
（過去の推移、周辺市との
比較なども含む）

施策に対する市民ニーズ

施策を取り巻く状況
（法令等の動向、国・府の

引き続き目標値の達成に努力すること。施策をより有効に評価
できる新たな指標の追加の検討が必要である。

①目標達成・未達成の
要因

③施策指標について 市民のコミュニティ活動への参加状況が把握できる

④前年度の評価の結果

　単身世帯の大幅な増加、マンション等の新規開発の増加により、住民同士
の関係の希薄化といったマイナス要因から町会の加入率は年々低下してい

　各町会において、地域の防犯、防災、交通安全、環境美化など、安心・安全
で住みやすい街づくりのため活動を展開している。

　町会活動の範囲が広まる中で、地域課題の解決や活動拠点の整備などが
求められている。

判
定 C 所見

住民個々のコミュニティ活動への意識の希薄化が要因

②今後の方向 引き続き目標達成（加入率向上）に努める

６．施策を構成する事務事業

60

65

70

75

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

①①①①町会等町会等町会等町会等へのへのへのへの加入率加入率加入率加入率（％）（％）（％）（％）

目標値

実績値

年度

c
②政策推進課・行財政管理課による評価
①今後の方向

②指標の妥当
性
③その他

③外部評価委員会による評価
①今後の方向

②指標の妥当
性

③その他

④理事者による評価
①今後の方向

②指標の妥当
性
③その他

７．施策を構成する事務事業

No 予算コード 人件費 事業費
1 01005700 2,393 8,705 8,979 (選択)
2 01005900 0 1,800 1,000 (選択)
3 01006000 75 25,878 18,000 (選択)
4 (選択)
5 (選択)
6 (選択)
7 (選択)
8 (選択)
9 (選択)
10 (選択)
11 (選択)

（法令等の動向、国・府の
政策の動向、社会潮流な
ど）

判
定

判
定

判
定

引き続き目標値の達成に努力すること。

施策をより有効に評価できる新たな指標の追加が必要である。

事務事業
評価22年度予算

の関係の希薄化といったマイナス要因から町会の加入率は年々低下してい
る。

事業費（千円）
21年度

事務事業

町会振興事業
事業名

町会振興補助事業
町会館等整備事業

11 (選択)
12 (選択)

2,468 36,383 27,979合　計


